
株式会社エコノス（札幌市）によるカーボンオフセット

■製品の展示会（自社イベント） オフセット主体：DNP北海道

DNP北海道 エコノスオフセット費用の支払い

オフセットサービスの提供

CDM事業

クレジット
を提供

クレジット
を購入

新製品展示会

イベント主催

2009 (C)ECONOS Co., Ltd.

CDM事業

インド・タミルナドゥ州
小型風力発電事業

新製品展示会

【オフセット対象】
①工場と事務所の電気使用分
・実施は1日
・前年同月の電気使用量から1日分
のCO2排出量を算出

②得意先来訪における移動

・得意先ごとに会社住所から距離を
算定、仮想燃費を10km/Lとしてガソ
リン使用量を算出

合計でおよそ５トンのオフセット



鈴与ホールディングス株式会社





１．カーボンオフセットクラブ化宣言

◎２００７年１２月国内のプロスポーツチームとして

初めてカーボンオフセットクラブ化を発表。
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２００８～２０１２年の５年間に日本平スタジアムにおけるホームゲーム開催

により排出するＣＯ２想定量（１，８００ｔ-CO2）をブラジルの小水力発電プロ

ジェクトの排出権（２００８年１月購入）により相殺。

２００８年よりエコチャレンジと題する環境活動を開始。



③クラブとしてＣＯ２排出に対する責任を明確にし、クラブそしてサポー

①エスパルスとして具体的なＣＯ２排出削減策を検討していた。

②鈴与グループが排出権を利用した環境活動を提案。

③クラブとしてＣＯ２排出に対する責任を明確にし、クラブそしてサポー③クラブとしてＣＯ２排出に対する責任を明確にし、クラブそしてサポー

ター・

スポンサーの皆さんの三位一体の努力によるＣＯ２削減を実現。

それでもまかなえない分を排出権購入でオフセット。

③クラブとしてＣＯ２排出に対する責任を明確にし、クラブそしてサポー

ター・スポンサーの三位一体の努力によりＣＯ２削減を実現。

それでもまかなえない分を排出権購入でオフセット。



バウンダリ（オフセット活動の範囲）

２．カーボンオフセット活動（１）

日本平スタジアムにおけるホームゲーム開催による

排出されるCO2量（下記データを毎試合測定）

①スタジアムの電力消費によるCO2排出量（電力量）
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①スタジアムの電力消費によるCO2排出量（電力量）

②ゴミ処理の為のCO2排出量（ゴミの量）

③シャトルバス運行による排出するCO2量（距離,燃費）

＊自家用車での来場により想定されるCO2量（台数）



CO2排出削減活動

２．カーボンオフセット活動（２）

・ 紙コップリサイクル（回収カー
ト１５基設置）

・ ゴミ分別の徹底（リサイクル
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率の向上）

・ シャトルバスの利用促進キャ
ンペーン及びアイドリングス
トップの実施。



オフセット手続き

２．カーボンオフセット活動（３）

先のデータより２００８年度の排出量は３６０t-CO2と算出。

エスパルスの所有する排出権の内３６０ｔ分を日本国政府の

償却口座に４月３０日に移転完了。
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償却口座に４月３０日に移転完了。

移転元 （株）エスパルス 移転先 日本国政府

クレジット量 ３６０t 原産国 ＢＲ（ブラジル） 種別 CER
特定番号 BR-000-000-013-003-827～BR-000-000-013-004-186



エコチャレンジの内容

３．エスパルス・エコチャレンジ

・ カーボンオフセット活動（クラブ、サポーター、スポン
サーの三位一体の活動）

・ サポーターに対する地球温暖化防止活動の啓蒙
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・ サポーターに対する地球温暖化防止活動の啓蒙

エコマッチの開催、エコブックの制作、配布等。



お問合せ先

鈴与ホールディングス株式会社

企画チーム 土屋

お問合せ先
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企画チーム 土屋

ＴＥＬ ０５４－３５４－３１３０

ＦＡＸ ０５４－３５４－３２０７

E-mail：s-tuchiya@suzuyo.co.jp




